
「宇宿小学校の宇宿稲すり踊り伝承活動の取組」 

１．学校名 奄美市立宇宿小学校 

２．学年・人数 
１年生（２人） ２年生（５人） ３年生（３人） ４年生（８人） 

５年生（４人） ６年生（６人） 計28人  

３．日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所  

  令和７年４月～12月 朝の活動，創意，総合的な学習の時間 

  本校屋内運動場・屋外運動場，多目的ホール 

⑵ 発表の日時・場所  

  令和７年10月５日（日）秋季大運動会（本校運動場） 

  令和７年12月９日（火）奄美市小・中学校音楽発表会（奄美川商ホール） 

４．伝承・活用に

取り組んでいる

郷土芸能，伝統

行事，伝統工芸

品について 

 

⑴ 名 称   

宇宿稲すり踊り（うしゅくいねすりおどり） 

⑵ 由 来   

明治時代から校区で踊られていた伝統芸能で，戦後，「宇宿稲すり踊り保

存会」の方々が継承・保存に取り組んできた。現在では，「宇宿稲すり踊り

保存会」の方々や本校卒業生の保護者による「稲すり踊り守り隊」の方々

に協力をいただきながら，子供たちだけでの発表向けにアレンジをした踊

りの練習を続けてきている。 

⑶ 構成等 

「宇宿稲すり踊り」は，島唄である「稲すり節」，三味線や太鼓･指笛等 

の鳴り物，踊りの３つのグループで構成されている。島唄や鳴り物の軽快 

なリズムに合わせて踊る。「宇宿稲すり踊り」には，人々の豊作や健康，幸 

せへの願いが込められている。 

５．文化財伝承・

活用の取組にお

いて地域との連

携や工夫した点

等 

運動会や音楽発表会等，地域の方へ子供たちの発表の場を設定したり，保

存会や守り隊の方々にその当時の「宇宿稲すり踊り」の様子や踊りを伝承し

ている思いなどを語ってもらったりした。また，指導の際も直接ご指導をい

ただいたり，助言をいただいたりした。学校・地域・家庭との連携した指導

により,子供たちの意欲を高めたり，島唄や三味線，踊り等の上達へつなげた

りした。このようにすることで,子供たちの「宇宿稲すり踊り」を踊ることに

対する達成感や自己有用感をもたせることができた。   

６．取組の様子 

（練習状況，発

表の場等） 

 

 

 

 

 

 

７．感想・意見 

（参加児童生徒・

保護者・保存

会・教員等） 

【児童】 

・ みんなといっしょにきれいにおどれました。 

・ 保存会の方に教えてもらって，こまかい動きをおぼえて踊ることができ 

ました。 

・ リーダーとして頑張ることができました。来年はいないけど，みんなで

がんばってくれたらいいなと思います。 

運動会での発表 

〔文化財伝承等の取組事例〕 

音楽発表会での発表 


